
学校番号 ２１１ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 国語表現Ⅰ改訂版 教育出版 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

実際に書くことや、話すことを通して言語表現の訓練を行います。積極的に話し、文章表現を行い、相

互に批評することに努めましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

適切に表現する力の育成。思考力を伸ばし言語感覚を磨き、社会性を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、表現を積極

的に行うかどうか、

国語を尊重してそ

の向上を図ろうと

する。 

目的や場に応じて

効果的に話し的確

に聞き取ったり、話

し合ったりして、自

分の考えをまとめ、

深めている。 

相手や目的、意図に

応じた適切な表現

による文章を書き、

自分の考えをまと

め、深めている。 

伝統的な言語文化

及び言葉の特徴や

きまり、漢字など

について理解し、

知識を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加

姿勢や態度 

・ノート、プリント、

ワークシート 

・学習活動における

発言内容や態度 

・レポート・ワーク

シートの提出。 

・定期考査 

・レポート・感想文

などの作成した文

章 

・ノート、プリント、

ワークシート 

・定期考査 

・学習活動におけ

る発言内容 

・原稿の提出。相

互評価用紙提出。 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめ

ます。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ １ １ １ 

こ
と
ば
に
変
え
る 

 

視写 文章を見てノート
に写す。 
聴写 文章を聞いてノ

ートに写す。 

 

○ 

 

 ○ 

 

 a: ノート・プリント 

提出 

 

c:確認テスト 

 

a :字の丁寧
さ。句読点・
漢字の正確
さ。内容の把
握。 

ｃ：確認テスト

の実施。 



声
の
表
現 

 呼吸法の練習。 
様々な文章を読む。 
詩・小説・新聞等 

を音読させる。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 a: 姿勢・声の大きさ。 

b: それぞれの作品・内
容にふさわしい読み方
ができるか。滑舌等のチ
ェック 

a:授業への参

加姿勢 

b:相互評価シ

ート、発表、 

コ
ラ
ム
を
書
く 

４００字程度のコラム
を書く。コラムを皆の前
で発表。 
 
 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 a: 内容にまとまり 
があるか。 

b:コラムを発表する、朗

読する力の測定。 

c:文章の技術を身につけ

たか。 

 

a:授業への参

加姿勢 

b: 提出原稿の

発表 

c:発表原稿の

評価。 

こ
と
わ
ざ
の
研
究 

ことわざに関する知識 

内容を発表させる。 

グループに分かれてし
りとり。早口言葉をノー
トに書いて提出。 
考査 

 

○   ○ a:よく調べられたか。 

 

d: ことわざに籠められ
た先人の知恵を理解し
たか。知識は身についた
か？考査を実施。 

a:授業への参

加姿勢。行動の

観察及び記述

の点検、 

d:確認テスト、

考査での評価 

２ 小
論
文
を
読
む 

さまざまな小論文を読
む 
優れている点を指摘さ
せ、発表する 

 

○   ○ a:関心を持って論文を
読めたか。 

d: 様々なジャンルの小

論文を読み優劣を判別で

きるか。 

a:授業への参

加姿勢。行動の

観察及び記述

の点検。 

d:確認テスト、

考査での評価 

小
論
文
を
書
く 

 入試に出題されたテー
マで小論文を書く 
 

○  ○  a: 原稿用紙の使い方。
段落構成、表記の正確
さ、論旨の明快さ。 
 

c:文章の技術を身につけ

たか。 

a:授業への参

加姿勢 

c：提出原稿の

評価。 

２ 
会
議 

 「理想的な修学旅行」に
ついて 
意見を述べ、班毎に発表
する。 
レポート提出 
 
 

○ ○ ○  a：班毎のまとまり、協力
体制。意見の質の高さ。 

b:ワークシートの提出。

相互によく話し合えた

か。 

c:話し合ったことをまと

める力があるか。 

a:授業への参

加姿勢。行動の

観察及び記述

の点検、 

b:ワークシー

トの評価 

c:レポートの

内容評価 

３ 

自
己
と
の
対
話 

 

世
界
と
の
対
話 

年譜作り・自分史を書く 
 
自分史をお互いに読み
評価する。 

○  ○  a:年譜提出。記憶の確か
さ、取材の丁寧さ。語彙
力が高まったか。 

ｃ：相互評価、感想用紙

の提出。 

a:授業への参

加姿勢。行動の

観察及び記述

の点検、 

ｃ :原稿の評

価。相互評価用

紙の評価。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 話す・聞く能力 

c: 書く能力         d:知識・理解 



 

※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


